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一
九
八
五
年
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
さ
な
か
、
イ
ラ
ク
の
指
導

者
が
「
今
か
ら
四
十
八
時
間
後
に
、
イ
ラ
ン
の
上
空
を
飛
ぶ
飛
行
機

を
無
差
別
に
攻
撃
す
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
日
本
か
ら
救
援
機
が

来
る
見
通
し
は
立
た
ず
、
イ
ラ
ン
在
住
の
日
本
人
は
命
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
日
本
人
を
救
う
べ
く
立
ち
上
が
っ

た
の
が
ト
ル
コ
政
府
で
し
た
。
二
機
の
救
援
機
が
か
け
つ
け
、
日
本
人

二
百
十
五
名
全
員
が
イ
ラ
ン
を
脱
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

無
差
別
攻
撃
開
始
の
わ
ず
か
一
時
間
前
の
こ
と
で
し
た
。
で
は
な
ぜ
、

ト
ル
コ
は
命
が
け
で
日
本
人
を
救
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

一
八
九
〇
年
、
当
時
の
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
が
明
治
新
政
府
に

親
善
使
節
団
と
し
て
派
遣
し
た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
、
台
風
に
合
い

遭
難
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
時
日
本
人
た
ち
は
不
眠
不
休
で
献
身

的
な
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
ト
ル
コ
で
は
時
代

を
超
え
て
語
り
継
が
れ
、
今
で
も
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
ほ
ど
だ
そ
う

で
す
。
そ
し
て
ト
ル
コ
は
「海
の
恩
を
、
空
で
返
し
た
」
の
で
し
た
。 

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
大
災
害
に
対
し
、
米
軍
は
い
ち
早
く
救
助
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
こ
の
一
連
の
活
動
は
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
（O

P
E
R
A
T
IO

N
 

T
O
M

O
D
A
C
H
I

）
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
英
語
の
「FR

IE
N
D
S

」
で
は

な
く
「ト
モ
ダ
チ
」
と
い
う
日
本
語
を
採
用
し
た
の
で
す
。
「FR

IE
N
D
S

」

も
「
ト
モ
ダ
チ
」
も
意
味
は
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
あ
の
時
、
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
、
先
の
見
え
な
い
不
安
に
日
本
中
が
動
揺
し
て
い
た
時
、

米
軍
が
あ
え
て
「
ト
モ
ダ
チ
」
と
い
う
日
本
語
を
使
っ
た
そ
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
大
き
く
、
多
く
の
人
が
勇
気
を
も
ら
い
、
そ
し
て
感
謝
し
ま
し

た
。 

 

や
が
て
「ト
モ
ダ
チ
作
戦
」も
終
了
し
、
米
軍
が
去
る
日
、
海
沿
い
の

被
災
地
か
ら
飛
び
立
っ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
内
の
隊
員
た
ち
が
目
に
し
た

も
の
は
、
砂
浜
に
大
き
く
書
か
れ
た
「AR

IG
A
T
O
U

」
の
文
字
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
「TH

A
N
K
 Y

O
U

」
で
は
な
く
、
「AR

IG
A
T
O
U

」
だ
か
ら
こ
そ
、

日
本
人
の
心
か
ら
の
感
謝
が
、
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

後
に
駐
日
大
使
と
し
て
着
任
し
た
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏

は
、
こ
の
ト
モ
ダ
チ
作
戦
実
行
の
発
端
に
つ
い
て
、
公
の
場
で
次
の
よ
う

に
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。
「三
・一
一
ト
モ
ダ
チ
作
戦
は
、
二
〇
〇
一
年

九
月
十
一
日
に
発
生
し
た
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
に
、
日
本
の
消

防
救
助
隊
が
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
事
に
起
因
す
る
」
。 

今
年
七
月
二
十
八
日
、
熊
本
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
大
切
な
も
の
を
失

い
、
こ
の
酷
暑
の
中
で
必
死
に
日
常
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
姿
に
、
少

し
で
も
力
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。
千
葉
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

も
同
様
で
す
。
こ
の
災
害
を
受
け
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
支
援
や
励

ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
過
去
の
感
謝
の
連
鎖
が
現

代
に
引
き
継
が
れ
た
結
果
、
あ
る
い
は
未
来
へ
と
引
き
継
が
れ
る
連

鎖
の
始
ま
り
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

前
述
の
ト
ル
コ
の
例
は
九
十
五
年
、
ア
メ
リ
カ
の
例
は
十
年
と
い
う

時
の
流
れ
の
中
で
、
感
謝
の
思
い
を
風
化
さ
せ
ず
に
語
り
継
い
で
き
た

結
果
で
す
。
今
、
憎
し
み
や
報
復
の
連
鎖
が
世
界
に
蔓
延
し
、
新
た
に

多
く
の
憎
し
み
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
我
々
大
人
の
務
め
は
、
憎
し

み
で
は
な
く
感
謝
や
助
け
合
い
、
平
和
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

語
り
継
ぎ
、
プ
ラ
ス
の
連
鎖
の
継
承
者
を
育
て
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 

  
９月の主な予定  最終下校１６：３０ 

日 曜 校内行事 日 曜 校内行事 

１ 火 学年集会 防災訓練 一斉下校（部活動なし）給食なし １６ 水 保育実習（３－１，２）脊柱側弯症検査 

２ 水 給食開始 １７ 木 生徒委員会 PTA 理事会 

３ 木  １８ 金 ３年生実力テスト           ＳＣ相談日 

４ 金                ＳＣ相談日 １９ 土                 

５ 土  ２０ 日  

６ 日 定期試験前諸活動停止(～１１日) ２１ 月 敬老の日 

７ 月 学校諸経費引き落とし ２２ 火 国民の休日 

８ 火  ２３ 水 秋分の日 

９ 水 第２回定期試験 給食なし ２４ 木 全校評議会 

１０ 木 第２回定期試験 給食なし    ２５ 金                 ＳＣ相談日 

１１ 金 部活動なし          ＳＣ相談日 ２６ 土       

１２ 土  ２７ 日  

１３ 日             ２８ 月 生徒会役員選挙リハーサル 

１４ 月  ２９ 火  

１５ 火 保育実習（３－３） ３０ 水  
 

 

 

 

 



 
 

 

１０月の主な予定 
 １日(木) 生徒会役員選挙  

 ５日(月) 学校諸経費引き落とし 

 ７日(水) ３年生実力テスト  

 ８日(木) 合唱中間発表会 

９日(金) 前期終業式（通知表配付） 

１２日(月) スポーツの日 

１３日(火) 後期始業式 生徒会役員任命式 

生徒委員会(前期最後) 

１６日(金) 第 2回進路説明会 

１９日(月) 全校評議会 

２２日(木) ３年生三者面談（～２９※28除く） 

２８日(水) 合唱コンクール 
 

総合体育大会･コンクール･展覧会を終えて 

 

９月から生成 AIを活用した学習を始めます 
本校では、９月より授業の中で生成 AI（人工知能）を活用した学習活動を段階的に取り入れて

まいります。 

近年、生成 AI は社会のさまざまな場面で活用されており、子どもたちがこれからの社会を生

きていく上で、その仕組みや適切な利用方法を学ぶことが重要になっています。 

授業では、生成 AI を「答えを出してもらうための道具」としてではなく、「考えを広げる」「情

報を整理する」「文章を推敷する」ための学習ツールとして活用します。例えば、調べ学習の視点

を広げたり、自分の考えを整理したりする活動などを予定しています。 

活用にあたっては、文部科学省のガイドライン等を踏まえ、個人情報の入力を行わないことや、

AIの回答をそのまま信じるのではなく、自ら考え、確かめる姿勢を育てることを重視して指導し

てまいります。 

今後も、子どもたちが情報を適切に活用し、主体的に学ぶ力を身に付けられるよう取り組んで

まいります。保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

スクールカウンセラー相談予定日 

９月の予定日 4, 11,18,25 日(金) 

相 談 場 所 相談室(管理棟２階) 

相 談 時 間 １０：３０～１６：３０(原則) 

予約の方法 

 金曜日は直接電話で予約してください。それ

以外は学級担任または、本校教頭までご連絡く

ださい。 臼井南中学校 488-1020 

【 相談ポストについて 】 
 相談室の扉に設置しています。相談室の他に、

いつでも気軽に相談できるようにしています。 

「 カウンセリング予約カード 」に記入してポスト

に入れてください。 

【 セクハラ相談窓口について 】 
 教育相談担当教諭、養護教諭、教頭が相談窓

口になっています。 

３年生の集大成となる大会・コンクール・展覧会が行われました。今まで積み重ねてきたものを十

分に発揮することができました。この経験は自分自身を成長させ自信につながったものが多くあ

ると思います。後輩たちは３年生の勇姿から学んだことや共に活動してきた経験を活かしながら、

この夏休みから新体制で活動に取り組んでいます。日々の積み重ねを大切にし、仲間と切磋琢磨

し、新たな成長と自信を身に付けてくれることを期待しています。 

 

【 主な結果 】 

男子排球部：印旛郡市中学校総合体育大会 準優勝（県大会出場） 

卓 球 部：印旛郡市中学校総合体育大会個人戦ベスト１２ （県大会出場）  

吹奏楽部：千葉県吹奏楽コンクール Ｂ部門 銅賞 

美 術 部：印旛郡市中学校美術部展 優秀賞  

水泳競技：印旛郡市中学校総合体育大会 100ｍバタフライ  第２位（県大会出場） 

                    100ｍ背泳ぎ    第２位（県大会出場） 

 


